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の年令につV・て＊

i多　　々 良 薫

　　マエソ属の年令については麦那東海黄海底魚資源調査め中で調べられているが，その魚種はマエソ8α一

礎認α伽3魏（Block）syn・8娼7漁伽卿”悌砿η88（Riehardson）であって，ホシエソにっいては先に川瀬・
　　　　（8）
高尾（195『）が紀伊水道調査で行ったのを始めとする。引き続き行われた紀伊水道域資源調査では指定魚種

とされ・1951年7月から1952年7月の操業までに標本として約47【0尾を精密測定した，その標本につ吟∫は

総べて採鱗し整理保存されているが，それ等の中次のものについて鱗によって年令を調べ，合鷺て成長につ

硲て考察した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，年令査定

年　月　日

1951　7月15日

　　　　〃

　　　9月7日

　　　　〃

　　日月rO日．

　　Il月12日

1952　1月r9日

　　　3月r3日

　　5月15日

　　5月15日

　計

網次隣場
N（）。l

No．3
No．I
No．2
No．2
No．『

No．2
No．3
No．『

N6．2

紀伊水道

　〃
〃

　ケ
徳島外域

紀伊0水道

徳島外械

　ケ

　ケ
〃

尾1数
76

54

28

45

28

43

73

44

28

31

450

1・1・1図はマエソ属の鱗の模式図であるo鱗は

露出部を観察するとむしろ円鱗に近いと思われ，’被

覆部は厚くて相当強靱であるが露出部は薄く伸びて

その後端は脆弱で処理の際破損される場合が多い0

1・2　輪　　紋

　鱗は魚体の成長と或る関係を保って成長して行く

と考えられ，その魚体が生活史に於いて遭遇した内

的或いは外的な頻境の変化は何等かの形で鱗の成長

の跡に残されるものとしラ鱗面の観察によって生活

史中に生起した理境の変化を追跡出来るものとされ

ているo

　鱗面にはF・）cusを中心にして大体同心的にRidge

が走りその種々の変化で色々の模様を浮彫りにして

いるが，鱗は同心的に成長して行くため，或る獺境

　　1・1鱗及び麗理

　この魚種は鱗が脱落し易いため採鱗部位として比

較的落ち難い磐鰭基部と側線の間の部分を選んだ。’

鱗は総てソーダ処理法によって鱗面を清潔にした後

2枚のスライドグラスに挾み永久標本とし，之を投

影装置で20倍に拡大し写真を撮った。鱗の観察には

写真及び投影装置を併用し必要な測定は主に写真に

依ったo

第1・ヱ・1図　鱗の模式図
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の変化を反映する鱗面模様の特徴は，凡そ同心的な輪紋によって浮彫りされているのが普通である。

　マエソ属の場合輪紋の特徴は主に次の5種類に分けることが出来よう。

　（i）　露出部の条紋：　Ridg」は露出部に出ると次第に消滅するが，一群のRidgeの消滅する線に・滑って

　　　浮彫りにされた線があり，そこでは光の屈折が異るため拡大した場合影が出来る。

　（i　i）後側軸（露出部と被ふく部の境界線）部のR正d望の特徴＝　この部分では（i）の場合と関連するが

　　　Ridgeは振り分けられた形になって輪紋を作っているQ

　（iii）完全停止記号（Comρ1ate　stoPPage　m■rk）：　前側軸附近には一般に肩（shっulder）と呼ばれる

　　　輪絃が出来る，之はRidgeが途中で順次に消えて，その直ぐ外側を新しいRid望eが包んだ形で

　　　見られるものであるo又この特徴は後側軸附近にも児られ，る場合がある・

　（i））Ridgeの間隔の疎密：主に鮭鱒類で見られる特徴であるが，マエソ属でも主に放射線（Radius）

　　　　と前縁で囲まれた部分で見られるo

　（v）Ridgeのズレ或いは乱れ：　Ridgeが或る線に澹ってズレる場合は鱗の側部に見られ，相鱗る数本
　　　　のRidgeが舌［、れて輪紋を形成するのは肩部及び放射線の間で見られるo

　之等の特徴が全部現われて一個の輪紋を形成している場合があるし，この中幾つかが見ら・れξ）場含もあ

る。然し極めて明らかに刻印されている輪紋には全部或いは多くの特徴が同時的に見られる場合が多い。

　1・3　輪絃の決定
　輪数査定或いは年令査定の場合いつも問題になるのは，鱗面に浮彫りされている特徴の中で，或る特徴を

輪紋と判定する基準であろう。ホシエソの場含輪紋と判定したのは，先に述煙た5つの特徴の中いずれかが

2個以上見られるもの，云い換えれば，或る浮彫りにされた膜様を見た場合その2ヵ所以Lで明かな特徴が

見られた場合を輪紋とし，それより不明瞭なものは総て捨てた。それ故実際に観察して鱗長（R）を測定し

得ても輪紋を測定出来なかった個体は相当あったしン高年魚と思われるものでも少数の輪紋長（r）しか測

定出来ぬ鱗が多かった、測定随は鱗長（R）輪鮫半径（r”）共にFocエsから両肩部で鱗縁或いは輪紋が前

側軸と交る点までを測定し，その値を平均した。之は鱗長，輪紋半径共に一枚の鱗で左右の測定値が異る場

合が多いからであるo

　　第1・3。1図　輪紋牛径度数分布　　（r・×20）呪窺
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　　r・3。1図は輪紋半径の月別慶数分布（測定値は20倍された粍数）であるが総計を見ると大体40〃柵

と60’ηη～附近にモードが有る様だがはっきりしないo

　I。3・2図は先に測定した
　　　　　　　　　　　　　　　　　第1。3・2　（R－r、、）×20？η？寵）度数分布
R，ruから（、く一γn）を計算し

その月別度数分布即ち，鱗の繰

辺からFOCUSの方向に輪紋まで

の長さを測ったものであるが，

この作図に当ってはその鱗に見

られる輪紋数の如何を問わずに

作った。この図から5月と員月

に，鱗の縁辺近くに輪紋が出現し

ている事が分るQ従って先に決

定した輪紋は，4月から5月上

旬の間に形成されるもα）とン9

月中旬から10月下旬までの間に

形成れるものである事が分

るQ長口ち二電輪形成と云え1よ

う。この両輪紋の間に特徴の差

があるかどうかは分析的に調べなければ分らないが，検鱗して受ける感じでは春に形成されるものの方がよ

り明瞭である0

　1・4年輪の決定

　1・3・2図からも分る様に5月・7月に縁辺から15’7轟ワ似内に出現歩る輪紋はその年の4月頃に形成され

たものと、恩われ，叉9月を除いたI　l月・1月・3月に縁辺から15’乃覗以内に見られる輪紋は10月頃形成され

たものと見て誤りないであろう。いずれを年令決定の輪としても良いが，便虻ヒここでは4月頃形成される

輪紋を年輪としよう。5月・7月の鱗で縁辺から15脚η以内に輪紋が2個以上ある場合は最外輪を年輪としよ

う・1・4。！図は軍輪即ち5月・7月には縁辺に出現づる輪紋半径を，叉l　I月・1月・3月では縁辺から二

番属の輪紋の輪紋半径を月別及び総計して麓数分布を求めた図である。之に依って年輪は第一輪が季に35～

501硯の聞に，第二輪は主に65～80’ア駐・aの聞に1 1－1現する事が分る，この図で90～92㎜ワ乃の一個体は体長組成から

　　第1・4・1図　年輪牛径（×20）聡窺度数分布
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3年魚と思われる個体であるが，第三輪は大凡90備η鮒近に形成されるものと思われる。

　1・5　体長と鱗長の關係

　体長と鱗長の関係を雄（1。5。1図の1）雌はη3群（1・5・1図の2）阿群（1。5・1図の3）に分

けてプ・ットじた。即ち雄は体長範囲80～230ノ’醐の133尾で，又m群は性的に未熟で未だ全く産卵を経な

い雌即ち，7月（卵巣重量L3瓦に達しない個体）及ひ1月。3月（F・L，150’πη忽未満の個体）の22尾で，

瓢群とは，成熟個体或いは1回以上産卵を経た個体，即ち7月（卵巣重量L3瓦以上），9月（卵巣重量1．o瓦

以上），・1月・3月・5月（F．L』200脚7似上）の102尾で画いたoいずれも直線的な関係にあるものとし

て実験式を求めると，

　　　　　雄　群　　L＝2」92R＋15・210

　　　　　㎜　i群　　L＝2．227R＋14・530

　　　　　M　　　　群　　　　　　L＝3。052R－23．799

　　　　　　　　　但し　1．はF・L、の盟㎜数

　　　　　　　　　　　Rは鱗長x20”襯数

第1・5。1図の1　体長一鱗長の関係（雄）
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第1・5・1図の2　体長一鱗畏の関係（雌未勲）
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第1・5。図の3　体長一鱗長の関係（雌成熱）
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第！・5・2図
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となり．1。5。2図はこの直線を画いたものである。

　雄は性的な成熟の如何にかかわらず体長に対する鱗の成長率は変らないが，雌では鴉群は雄の関係と殆ん

ど変りなく轡M群では体長に対する鱗の見かけの成長率は低下するo

　雌の場合成熟魚は150’占ワ凌越える頃から現われるが，その場合鱗長と体長の関係はMで表わされるし，

150ノど肌を越えても未熟の場合は㎜の関係で表わせる。200〃Lη似上で1回も成熟しない雌は見られないし，150

㎜りゑ以下で成熟した雌も見ないo勿論一個体の体長と鱗長の関係を追跡して行けば或る曲線で肌の関係から

瓢の関係に移るであろうが，体長と鱗長の静的な関係から求めたこの図の場合その状況は良く分らない，然

し鱗の相対成長が性成熟を境にして見かけ上低下する事は明らかであり，そして叉ここで見られる体長範囲

では相対成長はそれ以後引き続減少することもないo

　このことは”Lee氏現象”と閾係があるが，特にM群に於いて相対成長が引き継ぎ低下しないと云う事は，

一般的に“Le3氏現象”の原因の一つに上げられている様に，魚体の胴部以外の部分主に頭部の長さの相対

成長の増大に起因するものと考えられるo

　　　　　　　　　　　　　2，成　　　長

2・1　体　　長

2・1・1図は年令査定を行った各月の標本について，月別年級別，性別に体長度数分布を求めそれから画
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第2。1・1図　年級別月別体長分布
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之も各月とも一尾であって年間の体長増加は約40ηむ肌，　1949串級も7月と3月以外は極く少く5月は雌一尾

であるがこの年聞体長増加も約40溜喜である。1950弔級は各月とも最も多いが，この年級群で明らがなよう
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に雌雄の聞で明らかに体長の相異があること，然もこの相異は一才の7月から見られ性的成熟との関係が考

えられる。先に体長と鱗長の関係で注意された赦群の鱗の相対成長の見かけの減少もこの体畏増加と関係の

あることは明らかであろう。この年級の体長増加も30～40肋瀦である。（この牢級群に比し高年群に雌雄の

依長差が余りはクきりしないのは尾数が少いからであろう。）最若年群は1951年級でありl　I月から出現した。

この年級の響化後1年間の体長増加は約14αア石㎜で・より高年群に比べると著しく大きいo

　’51年級でI　I月の体長よiり『。3月の体長が小さく一見奇異に思われようが，之は0才では幼魚期の澹岸表

層生活から底棲生活へと生態の変化が激しいと考えられン底棲生活へ移る際も産卵期には幅が有ろうから，

体長から云って或るS甑geに達した群から次々と行われる事に起因するだろうQかくして漁期が進むに従

い新しい添加群が漁獲されて，体長分布の時期的変化は先の様な結果ともなろう。

　又或る時期に漁穫される0才群の体長の変化範囲は同時に漁整される1才群のそれに比べて大きいし，叉

従ってηの変化、範囲もr2より大きくなる。　（1・4・1図及び「分布と洞游」の1・1図月別漁場別体

長度数分布参照）一般に体長の変化範囲と年令との聞には，年令が多くなるに従い体長範囲も大きくなり，

或る年級群の体長分布の山型は年と共に平らになって行く事が指摘されているが，この魚種の場合少くとも

0才及び【才の体長分布から云えばむしろこの逆で，0才時の群による体長モードの大きな開き卸才魚で

融収劔さ塵、資傾向，即ち或る体長モードヘの平均化の傾向が有ると云え、ようQ黙し1才以上では個体による

成長の差が利いて体長の変化範囲は大きくなって行こう。

2・2計算体長
年輪の半径から”Leaの補正式”によって年輪形成時の体長を計算したo即ち

から

1n膿1＋b（I」葦）

1－1－b惚x餐’rヱ汁b

R　　鱗　　長

R’　体長鱗長の関係から求めた体長1の時の平均鱗長

1　　体　　長

b　　体長一鱗長式が体長軸を切る点

1。　　計算体長

　即ち，r聖』を鱗長（R）と，その体長で期待される平均鱗長（R’）で換算している，それ故ここでは或る

魚体については，体長と鱗長の関係は生活史を通じて定っており，先の体長一鱗長の式は，各魚体に就いて

一定と考えた両者の関係を平均的に表わしていることになろう。又更に任意のr。に対応少る1［＝を計算づ

る場含，鱗の依長に対する相対成長はその魚体の生活史を通じて常に一定であるとめ仮定がなされている事

にもなる。ここで問題となる点は，元来この種．の関係式，例えば体長一鱗長の関係式は或る魚体の生活史の

終点に於ける体：長と鱗長の静的な関係から求められたものであり，果して体長と鱗長の動的な過程に適用す

る事が．餐当であるかと云う点であろう。この補正式で計算体長を求める場合，例えぱ，ホシエソの雄の様に

生活史を通じて相対成長が変らぬと見なされる場含は，「或る体長でのR／Rの1直は全生活史を煙じて一定

である」と云う仮定で済もうが，雌の場合の様に相対成長が変る場合，一般には体長r鱗長式が曲線で表わ

される場合には「相対成長が変化しても或る体長の田ぐの値は全生活史を通じて常に一定である」と云

う，仮定が満足される必要がある様に思われる。

　上記“Leaの補正式”によって求めた計算体長を2。2・1表に記したo

　次に2・2・2表は1才魚・2才魚及び3才魚の鱗から測定し得た年輪半径（×20）の度数分布であるが，

1才魚から求めたγ1の平均値は44・2・’耽で，2才魚から求めたr具の平均値は刈1。5η』㎜で融り，3才魚から

は32・5關を得た。又2。2・3表は，11　（第1輪形成時の計算体長）及び12（第2輪形成時の計算体長）

を各年令群別に求めたものであるQ　hでは，3才魚による体長（87・5腸㎜）は2才（109・6肌柵）1才（！06・

1”轟殉による体長よりも小さいが，1才によるものより2才によるものが大き偽る・

1法では，　12ぐ3）は162．5？鵬　12‘2）は185．5、隠η五で高年魚による計算体長の方が短かい，上記の年輪半径及

ひ計算体長に於いてLga氏現象があると云えよう・
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、2・3　体長と体重の關係

　体長と体重の関係を1925第3月13日徳島外域で採集された124尾について求めた（2・3・1図）。150’鵬以

下の51年級と1501几’π以上の群に分けて夫々

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　150η五・似下：B．W．二（F．L．）3156x2．427×10

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ　　　　　　15り〃轟・1似上二B．W．＝（F。L．）6・帰×6、937x　IO

を得たが之によって輪紋形成時の副算体重を求めると2・4・1表の様になる。

第2・3・1図　体長と体重との関係

休
重

9

loo

。．胸認言

　　響・r
．．鐙。

1劇o ヱ⑳

体長（mm）

3ρ●

　2・4　成　、　長

先に明かにした様に輸紋は大体半年毎に形成されると云えるが，旧月頃形成されるとした輪を秋輪と呼び

その度数分布を求めると，2。4・1図を得る，このモードと先に得た年輪のモードから2・4・1表の輪紋

＼
、

第2・4・1図　秋輪の度数分布

濁

i心．

’堕

輪紋半径（×2Q）

半径モードを得るQこの表でro’は0才の秋にrn，

はn才の秋に形成されるものを示す。体長一鱗長

の式から計算体長．，更に体長一体重の式から計算

体重が得られるo之から成長曲線を画くと，2・

4。2図を得るoこの図から明かな様に，体長一

体重共に夏期の成長は冬期の成長に比べて良く，

更に体長の増加量は2。4・3図の様に成長と共

に波型を画きながら減衰して行く状熊が分るし，

体重増加量は2。2・4図の通り増加の一途をた

2・4・1表　計算体長・計算体重

．輪紋

YO

r1

γ1’

r2

γ2

r3

灘響1書＋算体長圃
（x20）　　a　　　g

27

41

60

71

85

91

74．O

lO6．O

I47．O

l70．5

204．0

計算体重（〃）

ε

255．O

2．0・

6。3

17．7

32．0

59，2

9

　2。0

　6．3

』26．O

l50・3

103．5

127．4
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どっており，ここでも夏期の増重量の大きい事を示しているQ然し雌の2才の冬期の成長が落ちている原因

は分らない。雌雄による成長の差も良く現われていると云えよう。

第2。4・2図　成長曲線
　　重線～：体重　　転線…

　　x；δ　　　　　　○＝

：体重

♀

3

2

200

ノ50

／00

体　5ひ

長
（㎜鵬）

　　　ノ　　　　　　／！
　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　ノ
　　⑧　　〆／
〆　　　　　　　！！　　　ノ　　　　　　　／　　　　ノ
　　　　　　　　　ノ　　　　　　／　　　　　　　　ノ　　　　　　ノ　　　’　　　　　　〆　　メ
　　　　　d　ノ
　　　　　ノ　 ！！ノ

　　　　〆×〆
　　　ノ■／ノ
　　　4／　，ノ⑭

681σ肥2468／0契斜，68’o戊λ扁8
←一一〇一一ン←一一一1一一一ウ←一一2一一棚一∂

吻

’∂o

∠～0

〃0

00

90

即

勿

60

窃0

40体
　重β0

えo　gr

／0

　月
年令

第2・4・3図

　　×＝δ

体長檜加量曲線

　○：♀

第2。4・4図

　×＝δ

体長檜加量曲線

○：9

ダo

↑
mm

（“

　　　　　　　　　o

ぷσ

1胸

gr3

20

ノ

　　　　　　パ

　　　　！／。
ノノ

〆o

　　　　r1，r］ri「2「2「3

注意：mの．．ヒにはその前の輪紋形成から

　　　その輪紋形成までの増加量を取った。

「o　「1「　「2「2r3

　この調査にあたり，花岡資所長・福田嘉男技官には懇篤な指遵と校閲を恭うした・林知夫技官・川瀬実技

官・山口養沼技官・高尾亀次妓官からは終始御指導と助言を賜つた，製表・製図・副算等は中田美智子嬢並

びに所員の御協力を得たoここに謹んで感謝の意を表す。
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2・2・1表計算体長

体長
（m㎜）

70
ア5

　　80
！　85

　　90
　　95

　100
105

！10

115
120
125

130
135
140
145
150

155
160
165
170
175

180
185

19D
l95

200

205
210
215
220
225

230
235
240
245
250

7 月
Il

ε9

3

2
7
7

7
6
1
3
4

3

5
1
【

4
8

12

39

目月

h
δ♀

1
3

2
1
1

3

1
4

月

h
δ9

2
1
1

2
2

2

12

69

3 月

1，

’♂9

2
1

5
2

2

2

12

δ9

2

13

8Ω

5 月
11

ε9

21
3i2

211

411

11

12

39

4

E
I
2
4
1

4
2

1
3

2
4
4
E

tataI

］1

89

31
多ξ

陽1！l

　l

818

［II7
57
8、15

84
”

1
4
1
1

『

3
2

12

お9

4
2
3

［6

23
2
41

3
2
4
4
1

13

89
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2・2・2表　年輪牛径（ゲ1×20）魁隅の度数分布

rl　x20

（・㎜m）

　30

　31

　32
　33
　34
　35
　36
　37
　38
　39
　40

　41

　42
　43

　44
　45
　46
　47
　48
　．49

　50

　51

　52
　53
　54
　55
　56
　57
　58
　59
　60

平均値

1才魚から求めた　r1

l・5r

2才魚から求めた　U
’51

7月

1
2
3
2
3

7

9月 I　l月
コふ　

［月 3月 5月 計

3

2
5
6
5
4
5
11

3

3

1！

5
9
4
ア

9
5
3

3

5

3

5
1

7月 9月 ロ月
7禰一「

1月3月 5月 計

1
4

3才魚から求めたrI

1

2

1

4『．6

2

2
3
！

1

3

1
2
2
1
｛

1
2

2

43．7

I

I
I
3

2
4
1

41．9

3

1
2

41．3

1
2
1

3

44．9・51．8

　　1

2
4

3

44．20 45．336。5
　　1

38．738。2

2

1
3

4

2

2

43．7

’52

3月

2

3

4
2
3
2
2
3

2
3

41・471 30．0

5月 言十

35．0　　32。5
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2・2・3表計算、体長

体長
11（馳漉）

　　70

　　75

　　80

　　85
　　9〔）

　　95
　　100

　　105

　　110

　　115

　　120

　　125

　　130

　　135

　　140

　　145

　　150

性別平均値

平均値

3才のr1より

　δ　　　9

87．5

2

87。5

2才のr1より

　δ　　　Ω

2

2

3
1
3

I　l3．3

2
2

3

1
2
8
0
4
2

106．0

109．6

1才のr1より

　8　　　？

1
4
1
2

8
9
8
8
5
5
5

5
2
3

1

3
4
2
11

6
6
7
8
3
1
2
1

106．4　 105．8

　106．1

体　長

12（鵬鵬）

呪η西

150

！55

『60

165

170

175

180

185

190

195

200

205

210

215

220

225

230

性別平均値

平　均値

3才のr2より

　δ　　　9

162．5一

162．5

2才のr2より

　a　　　g

4

1
2
2
4
1

180．2

2
2

6
3

1
3
2
4
4

1

190．7

185．5
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Table　I2説明

Table　l3最右行

誤

　　ノペ
Scia　enidae

N蓋bea　aYgeRta　　a

　　　　　　〈r産卵群について

意味ずけ

1952－1月
　！951－6月

20謝も少さく分解した成分では，
　これほ更に　合月におい

Ei重5P　〈『
．『蓼麹に
〆
r
咳
果 の巾がみられるのとナ
　ム　　　　　　　　　　パ

遡臥鵡
反影

・福瞬墜，

ぢ1詞．8レ

磯～世L）3

’識貯範囲砺加る塑と’F’
皮影

．擁灘取上げたもの學r、

’鎌鱒巴鞭
　』諺予想貫れ垂発生後は…

．蒸譲雛　一

・麟讐灘警の検出吻
　∫・平均漁獲　数…

　　　　　ハ　妙くとも（Figi）にかがげた｝

a）月，。海区

、櫓群諺均遜が…

、局海区・

背鰭軟条数の一平均値

平均値ヵ曳25．5以＿L

未々の肇　．

季鰍、l　l
　！欄外）

　・体重による…

　（シ・グチr951年級’5ピ年1月）

竺る三と（Tablel2）

性比

γ

正

　Sciaenidae

　Nibea　argentata
　　　　　　　噌　　　

、　．

　産卵i群に影いて

　意昧づけ

　1952－3月・

　195i－l　l月

　20nm少ざくL分解した成碕では’

こ魂轄II・⊥脈紳
，Eig5

冬弊…．

　匹に変動巾力珂成みられるのζ，
　　びず　い　　　　　　　　　　　　　　　　　べ　

判断し癒。

　反映

　個体遜き
βh？・ラ，工

GW！（Tみ）3

　可邸噂囲堕翻のとr
反墜　　、・

、r舞こ鞭上げ届鱒
7多様怪隼罵満度

　と予想登．れ発生後は…

，鷺篶誰包は．．．

　トル、

　平均漁獲尾数
　　　　一　トル

　「月海区」
、．魚群の均貿墜力｛…

　需海区」、

　背鰭軟条数の平均値

．平均値潜25、5以下

　夫々季

季節ド4和
｛轟翻月・騨6・7月は｝

　．・体長による…

　（沖グテ隔鞭’警明）
一作るとITablel2）

　涯「比
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誤

…はじめに資料は…

最少限度21．凶

　一訂能精　も考えら

　　　　ハ形質の変異は

形質の変質の…

Nibをanibe士emmin6ketSch翌egel

　　　I952一し月・
　　　一；大阪鐙』

R＝0．3277十〇．014851、

平均をとると，　1で3．2mm

大体分離しているoるものと思われる

　（G。W／（T．L）3

360，　480，　400

　G．W　　　＿50．1　（TL）3

　G・W＝4．o
　（T・L）3

ロ相当数

郷繭の底曳纈業と其鞭

丁．＆S。

　ケ
尾鰭基部
長サ（f㎡）

最終輪（Vmax）

聖
マダイのSaock
I　OO♪　200，　200

15）満4才）

　（Forska1）

をm群とし，両群

　（雌雄が逆）

50～100％

7月になってだけが
聾（体長・体重の図の卵数の単笹はrO万）

その混合等に

9月12日，第四綱大阪湾…

Fig3イ末ダイの体長組成の分解

（Fig3）

…範囲が拡いためか…

・∴30～40mmに及び…

・・多いが・＿体長が100mmに…，

正

・・はじめの二資料は…

最少限度25．1～

一可能性からも考えら

形質は

形質の変異の…

Nibeanibe　（JordanetT血ompson）
　雄　1952－i月
　　　大阪湾
　雌
R＝1』1035十〇、297L

r星で3．2mm

大体分離しているものと思われる
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　，　＿》

　G．W　　　　×106＝0．1
（T．互、）3

　G。W　　　　×106ロ4。0
〈T・L）輩，

I　l月に相当数

支那東海黄海の底曳網漁業≧其資源

（Temminck　eセScむlgel）

　　　　ケ
尾鰭叉部’（Fork　length）

長サ（rm）

最終輪（mfax）

Il．3　　　　　　　　　。

マダイのStock
’100，　2QO，　300

15（満4才）

　　　の　（Forskal）

をm群とし塗堕＝L月d堕）の両群

50－60％

7月になって雌だけが

その混合に

9月12日第四網2＿零阪湾1・・

Fig三
（Fig4）
…範囲が広いためか…

30～40mmに及ぶ…
・・多いが，屡次体長が100mmに撃
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